第９回　１月１８日　攻撃性　遺伝子改変

Ⅰ　攻撃性

１　前回の内容から

1 ステロイド→攻撃性

2 攻撃＝原始的反応　すべての種に共通する反応

人間界にも、戦争・ＤＶなど、攻撃・暴力は見られる。

すべての種に共通のメカニズムがありそう。

人間界では男性が暴力をふるう傾向がある。そこで、雄マウスで実験。

男性ホルモンが多い雄マウス→他のオスへの攻撃性が高い

去勢→他のオスへの攻撃がなくなる

この実験には、批判もある。そもそも実験に使用されるマウスは「系統化」された特定の選抜されたマウスである。なので、実験がすべて信じられるのか。

２　ホルモン説

マウスを

去勢→おとなしくなる

アナボリックステロイド（いわいる増強剤）→攻撃性大

↓

ホルモン説が唱えられる。

攻撃には男性ホルモンの量が関係するのではないかとする説。

＊男性ホルモンの量


　　　　　　　脳の男性化　　　　　　　　　　　　このときのホルモンが攻撃性？


　　　　　　　　出生　　　　　　　　　　　　　　思春期　第二次性徴

３　攻撃とは

1 弱者→強者（恐怖による暴力）

2 強者→弱者（攻撃の典型）

3 オス同士の攻撃（優位差を決める）

4 メスの母性行動

5 イライラ、かんしゃく

6 異性への攻撃

＊１９１５年　キャノンの発見　

動物の恐怖・怒りは　性ホルモンだけではなく、アドレナリンの上昇によってもおこる

４　モノアミン

モノアミン＝ノルアドレナリン・ドーパミン・セロトニン　のこと。

セロトニン低下すると・・・→うつ（他のモノアミンも低下しているとき）

　　　　　　　　　　　　　→攻撃性大（セロトニンのみ低下し、男性ホルモン（テストステロン）の上昇があるとき）

　　　　（図はかなり省略が入ってますが・・・）

＜ドーパミン＞（意欲・やる気）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　ＨＯ　

　　　　　　　　ＣＨ₂　ＣＨ₂　ＮＨ₂

ＨＯ

＜ノルアドレナリン＞　（ドーパミンに　ＯＨ　がくっついたもの）（社会性・愛着）

　　　　　　　　　　　（さらにＣＨ₃がつくと、アドレナリンになる）

　ＨＯ　　　

　　　　　　　　ＣＨ₂　ＣＨ₂　ＮＨ₂
　ＨＯ　　　　　ＯＨ

＜フェニルメチルアミン＞（躁状態のときに血中に多い）

　　

　　　　　　　　ＣＨ₂　ＣＨ₂　ＮＨ₂

＜アンフェタミン＞（覚せい剤）

　　

　　　　　　　　ＣＨ₂　ＣＨ₂　ＮＨ₂
　　　　ＯＨ

風邪薬に入っている「エフェフドリン」も似ている。

これらの物質はとてもよく似ている。

５　モノアミン酸化酵素（ＭＡＯ）

１９９０年

ノルアドレナリン　　　　ＭＡＯ

セロトニン　　　　　　　⇒　　代謝

ドーパミン

ＭＡＯ・・・ミトコンドリア外膜に存在

例）イプロニアジド・・・結核の薬。患者が元気になる。

　　　↓

　　ＭＡＯを阻害していたから、モノアミンがたくさんになって、元気になった。

１９９３年

ＭＡＯには遺伝子が２つあるとわかる。

　　ＭＡＯＡ→オランダに欠損家系があった。そのＭＡＯＡが欠損している人は、暴力行為。

　　ＭＡＯＢ→攻撃性とはとくに関係なし。

ということは、ＭＡＯＡをスクリーニングすれば、子どもが将来暴力行為をするかがわか

るのでは？

しかし日本では、うまくいかなかった。

原因：そもそもＭＡＯＡ欠損家系はほとんどいない。なので、暴力一般とは異なる。

＊実験　ＭＡＯＡ欠損マウス→攻撃性高い

でも、モノアミンのうち、どれが増えているのか？よくわからない。

わかったこと

ＭＡＯＡ欠損マウスは発生途上で、モノアミン全体が多くなる

⇒その結果、遺伝子発現が変化した。

⇒つまり、ＭＡＯＡ欠損マウスは、単にモノアミンが多いからではなく、二次的な遺伝子発現の変化のせいで攻撃的になっていたということ。

　　遺伝子発現の変化の証拠：バレル構造がない。

　　　　ネズミのひげは、一本一本が、大脳の特定の部位に対応している。その部位は円柱状をしていて、「バレル構造」とよばれる。

　　　　しかし、ＭＡＯＡ欠損マウスは、このバレル構造がない！

　　　　ＭＡＯＡ欠損マウスは一見正常だが、脳とひげの一対一の対応ができていない。つまり脳が再編成されていない。

Ⅱ　遺伝子改変

１　クローンは「遺伝子改変」ではない

クローンは「受精卵」から、「核」をとりだし（除核）、別の体細胞の核を入れ、仮妊娠し

たマウスの子宮にいれること。つまり、「遺伝子」は「改変」されていない。そういう風に

見れば、クローン牛は危なくない。

２　トランスジェニック　つまり、遺伝子を改変する。

細胞に数千ボルトの電圧をかけると、一瞬細胞膜がふわっとなって、中に別のＤＮＡを入

れることができる。

新しいＤＮＡは一か所に、同じ向きに、いっぱい取り込まれる。（「多コピー」）


　もとのＤＮＡ　　　新しいＤＮＡ

　　　　　　

３　ある遺伝子Ａをもたないマウスをつくりたい。

マウスの体細胞の遺伝子

父由来・母由来の２つある。

　　　　　　　　遺伝子Ａ

―――――――　　　　　　　　――――　父由来

―――――――　　　　　　　　――――　母由来

そのうち遺伝子Ａをつぶしたいなら、遺伝子Ａに別のＤＮＡをまぜてしまえばいい。

―――――　　　　　　　　―――――-

　　　　　　遺伝子Ａに別のものを混ぜたもの

これを、もとの細胞に入れると、


―――――　　　　　　　　――――　

―――――　　　　　　　　――――-

両者は似ているから、このあたりで入れ替わる。

そうすると、

―――――　　　　　　　　――――　

―――――　　　　　　　　――――-

こういうさいぼうができるから、こういうマウス同士を掛け合わせると、遺伝子Ａ欠損マウスが４分の１の確率で出来る。

Ⅲ　補足

１　ホモセクシュアルはなぜ絶滅しないか。

ホモセクシュアルが遺伝によっておこるなら、ホモセクシュアルは、子供をのこせないから絶滅するはず。なのに、絶滅していないのはなぜか。

現在考えられている根拠

1 ホモセクシュアルは近親の子育てを助けるから。利他行動。

自分の子供ではないが、姪・甥は自分と遺伝子が２５％いっしょ。だから、自分の子ども一人育てるのと、姪・甥を２人育てるのは同じといえる。

2 ホモセクシュアルの遺伝子が女性に来るとその女性は多くの子どもを産める。

3 ホモセクシュアル遺伝子がヘテロの人は生存に有利。（ホモセクシュアル遺伝子は劣性）

4 ホモセクシュアルは突然変異。だから、どの集団にも一定の割合で存在する。

＊問題となる遺伝子が大きいから→筋ジスと同じ理由

　もしくは、問題となる遺伝子の数が多いから？→軟骨形成不全と同じ理由

２　

１６～２２歳で暴力性が高い人は一日３時間以上テレビを見ているから？

　　「サイエンス」に掲載

３　

１５～２０歳の問題行動の原因は夜に母親が家にいないこと？
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